電子ジャーナル＆文献データベース 利用の勧め by 水上, 満雄
電子ジャーナル＆文献データベース 利用の勧め 
 
学生課情報サービス係  水上 満雄 
 
電子ジャーナルと文献データベース 利用されている方は多くなってきていますが、興味を持たずそ
の利便性・有効性に気付かずにいる方が多いのも確かです。 
福井高専においてもいくつかの電子ジャーナル、文献データベースが利用可能となっています。多く
の大学では電子ジャーナル等の購読に年間数千万円（大規模大学では数億円）という契約金額を支払っ
ていますが、高専では同じ規模の電子ジャーナル等を数十万円という契約金額で利用できていますから、
是非その利便性・有効性を理解して利用していただければと思います。 
 
電子ジャーナル 
学術雑誌や学会誌を読む場合、冊子になったものを手に入れて見るというのが通常ですが、それらを
電子化（デジタル化）し、インターネットを介してパソコン上でその掲載論文全体を見られるようにし
たものが電子ジャーナルです。オンラインジャーナルとも呼ばれています。 
電子ジャーナルは冊子の雑誌に比べ様々な点で優れています。 
  ・学内パソコンからいつでも利用できる 
  ・複数の人が同時に同じ雑誌（論文）を見ることができる 
  ・最新号を冊子より早く見ることができる 
  ・検索機能を持っている 
  ・所蔵場所を必要としない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 NII-ELS（国立情報学研究所） 収録電子ジャーナルより 
Science Direct 収録電子ジャーナルより 
 現在、外国（特に欧米）においては、学術雑誌のほとんどが電子化されており、電子ジャーナルでし
か購読できないタイトルまで存在するくらいになっています。日本の場合はというと、その電子化につ
いては後進国だったのですが、最近ではようやく様々な分野の学術雑誌が電子化されてきています。 
 
 本校で購読契約している（利用できる）電子ジャーナルは以下になります。（利用は福井高専図書館ホ
ームページ [http://www.fukui-nct.ac.jp/~tosyo/libindex.html]からアクセスしてください。） 
 
 ・ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔ エルゼビア社（オランダ） 
    分野：自然科学、人文・社会系全般  収録タイトル数：約2,000 
 ・ＡＣＳ(American Chemical Society) アメリカ化学会 
分野：化学系  収録タイトル数：32   
 ・ＡＩＰ(American Institute of Physics)  アメリカ物理学協会 
分野：物理系  タイトル数：6 
 ・ＡＰＳ(American Physical Society)  アメリカ物理学会 
分野：物理系  収録タイトル数：8    
 ・ＮＩＩ-ＥＬＳ  国立情報学研究所（国内発行の学協会誌、研究紀要等） 
分野：自然科学、人文・社会系全般  収録タイトル数：約4,000  
 ・Ｊ-ＳＴＡＧＥ  科学技術振興機構（国内発行中心の学協会誌等）※無料のため学外からも利用可能 
分野：自然科学系中心の全分野  収録タイトル数：約800  
 
文献データベース 
 文献データベースは、研究や学習を進める上で、テーマについての文献（論文）を探し出すための有
効的なツールです。 
 ただ、文献データベースで検索して得られる情報は、文献のタイトル、著者、抄録等までです。文献
の原文そのものを手に入れるためには、雑誌論文であれば冊子や電子ジャーナルから取得することにな
ります。 
以下が文献データベースから実際の文献を手に入れるまでの流れになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文献データベースを検索し
て文献情報を得る 
 
文献ゲット！！ 
図書館来館 
（本校所蔵は図書館蔵書検索を使用） 
学外文献複写依頼 
YES 
NO
その文献は本校で利
用できる電子ジャー
ナルに含まれるか？ 
YES
NO
その文献は本校図
書館で所蔵してい
る資料か？
 本校で契約している（利用できる）文献データベースは以下になります。（利用は福井高専図書館ホー
ムページ [http://www.fukui-nct.ac.jp/~tosyo/libindex.html]からアクセスしてください。） 
 
 ・ＪＤｒｅａｍⅡ 科学技術振興機構（国内発行中心の学協会誌等） 
    分野：自然科学系  収録文献数：約5,700万件 
 ・ＭａｔｈＳｃｉＮｅｔ アメリカ数学会 
分野：数学・統計系  収録文献数：約230万件  
 ・ＣｉＮｉｉ  国立情報学研究所（国内発行の学協会誌、研究紀要等） 
分野：自然科学、人文・社会系全般  収録文献数：約1,500万件  
 
 その他、文献検索として無料で利用できるデータベースは数多くあります。 
・ＧｏｏｇｌｅＳｃｈｏｌａｒ（学術研究資料全般） 
・ＥＲＩＣ（教育学系） 
  ・Ｓｃｉｒｕｓ（科学技術系） 
  ・ＰｕｂＭｅｄ（医学・生物学系） 
 
電子ジャーナルと文献データベースとの関係 
 電子ジャーナルは原論文そのものということで、その情報を「一次情報」と呼んでいます。一方、文
献データベースで得られる情報は、原論文の一次情報に辿り着くための情報ということから「二次情報」
と位置付けられます。それ故、電子ジャーナルと文献データベースは切り離せない密接な関係を持って
いるということになります。 
 文献データベースには、その検索結果の情報から該当論文の電子ジャーナルにリンクが張られて直接
該当論文にアクセスして見ることができるようになっているものも多くなってきています。 
 
最後に 
 一般的に、何か調べたいことがあった場合、GoogleやYahoo等の検索ツールを利用する人は多いと思
います。ただ、これらの検索ツールは、いらない情報（ゴミ）が多く、また逆に必要な情報が漏れるこ
とも多いのです。 
 文献データベースと銘打っているものは、その分野においては精度が高い情報を得ることが可能とな
りますので、文献を検索する場合、自分が欲しいテーマの文献を収録していそうな文献データベースを
まず探すことから始めるのがより良い方法と考えられます。 
 電子ジャーナルの利用の仕方としては、前述したような文献データベースで検索して得た情報から利
用する方法と、利用したい雑誌タイトルを決めて、その電子ジャーナルを発行のたびに購読する方法が
あります。どちらかと言うと後者のほうが多いと思われますが、自分の利用形態に合わせた使い方をし
ていただければと思います。 
現在、本校で利用できる電子ジャーナル、文献データベースは、利用者のニーズに十分応えるだけの
ものを用意できていないかもしれませんが、我々図書館員は、本校の教職員、学生に対して必要な情報
提供の手助けが少しでもできればと考えております。 
 
